
1. I水とともに」の連載をして

要予 口 さ告 宜主 (信濃毎日新聞社・報道部)

信謹毎日新聞は1989年1月1日から、長期大型キャンペーン「水とともにJを操り広げ

てきました。社会面の連載企画(1990年2月までに11部93回)をメーンに、・毎週日曜

日付け生活圏版で、県下各地の身近な川を見聞きでワイドに紹介する特集「ふるさとの川

J、毎月 1回、カラー写真で県外の水辺再生の取り組みをルポする「水の声Jを同時進行

『まとめて出版を」といった投書が来るなど県民の反響は大きく、改めて県民の水や河

川をめぐる問題への関心の強さを感じています。

連載を始めるに当たり、私たちは①川はコンクリートで固められて汚水の排水路のよう

に、湖は‘たらい'のように改修さ才1、今日、水辺環境の再生を望む『親水Jがひとつの

捷行語になっている②野尻湖の淡水赤潮発生 (88年夏}や、水源汚染の住民不安を招いて

いるゴルフ場開発問題などから、信州の上捷壌が新たな危機を迎えているように見えるー

といった現扶について論議した結果、連載企画の基本テーマを次の2点としました。

A.水辺の酒いある自然環境を取り戻したい

B.上涜県・信州の川や湖を汚染から守りたい

本社の取材チームだけでなく支社局の記者も参加、学習会を聞いたりして、それぞれ身

近な水問題に目を向け、報道しています。

社会面の これまで11部のタイトル・連載回数、基本テーマ別の分類、掲載時期は次の

通りです。

①岸辺のメッセージ・ 8回 (A)=回年 1月

@上掠域のシグナル・ 10回 (B)=泊.2

@生き物のサイン・ 7回 (A)=89.3 

@木曽谷に掠れを・ 10回 (A)=89.4 
@飲み氷ピンチ・ 8回 (8)=回.5

@廃水の速い道・ 9回 (8)=89.6 

⑦水辺の再生・ 8回 (A)=回.8

@氷援とゴルフ場・ 10回 (8)=89.10 
@押し寄せる廃棄物・ 9回(8)=89.12 

⑪スイス西独では・ 7回 (A)=90.1 

⑪川はだれのもの・ 7回 (A)=90.1 



これまでに取り上げたテーマから、主な内容を拾うと一

①岸辺のメッセージ

・農具川(大町市)の改修

-松川(白馬村)の住民運動の芽生え

-工場の発電のために氷を奪われた高嶺川、青木湖

②上涜域のシグナル

-法水赤潮が発生した木崎湖

-北ア山小匡のし尿処理、だれが費用負担を

・ゴルフ場開発に不安

@生き物のサイン

・人工ホタル水路と飼育箱の中のホタル

.サケ復活キキシペーシの壁

-掠れの多様さに生きるザザ虫(天竜川)

@木曽谷に掠れを

-清涼復活運動

・水と緑

-愛知の水ガメ

@飲み水ピンチ

・碕酸塩汚染、トリハロメタン一塩圭神話のほころび

.地下水捨ててダムに過大投資

-浄水器一現代の悲しい落とし子

@廃水の速い道

-下水道に諒す水がない

・終末処理場の汚泥処理、合併処理浄化槽

・農村の水循環「肥だめJの思想、

⑦水辺の再生

・在並木に註き取り命令{樽}IJ)

・木崎湖のヨシ植哉、裾花川の環境整備

・川の釣り堀化に待った(雑魚川)
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@水源とゴルフ場

・テトラと農薬(大町市居各里水源と開発問題)

・講演会合戦、過諌村の悲哀(同)

・災害誘発。カネにならない山林と農地。アセスメント

@押し寄せる廃棄物

-反対運動噴出、首都圏からの大量捷入の背景

「安定型」処分場に不安

-水を守る施策と秩序づくりを

⑩スイス西独では

・スイスの近自然工法

.ポーデン湖

・山岳の下水管

⑪川はだれのもの

-水利権

・河川法

・電力と環境

シリーズ「水とともにJには読者の皆様から手紙・ハガキやら電話で様々な反響が寄せ

られています。

例えばー

(1)用水で泳ぎ、遊んだこども時代が懐かしいという30ページに及ぶ回想文

(2)発電のために水が収奪された高顧を私も悲しく思うという切々とした手紙

(3) r海へ直行する水路と化したような川に疑問が湧いてきましたJ (小学校教諭)

(心砂利採取により数少ない昔の川の面影が消えていくのは寂しい(会社員)

(5)水問題で学習会を聞いたり、住民運動を始めることになったという知らせ(県下各地

から多数)etc 

今後、このキ+ンペーンは上読壌の汚染対策や酒いある水辺環境づくりのための提言編

を考えており、今年前半まで続げる方針で準備をしています。
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取材してきた倒からの感想を、最後にまとめます。

[)JIの排水路化]私たちの身近な川や用水路は、次々にコンクリートの直線水路に改修

され、汚水と余った雨水を捨てるだけの排水路となった。水遊びゃ魚、捕りをしたり、食器

や野菜を洗い、歯を磨き顔を洗った川や水路は、過去のものになりつつある。その変化は

急に進んだ。

[失われた水循環]水道の普及により、何より大切な飲み水が、蛇口ひとひねりで与え

られるようになった。その結果『川も湖も汚しても大丈夫。飲み水は幾らでも安心して得

られる」ーそんな錯覚が蔓延している。汚した水が実はまた、どこかで人間の口に帰って

来るというサイクルが忘れられている。

水道普及の一方で農村は衰退した。かつては水を大切に使い、雑廃水もし尿も畑の肥料

に還元し、汚水を川へ読さずに土に返した。廃水を出さなかった農村の水循環は失われ、

水道普及とともに汚水は「水に掠せJとなった。水道が普及する一方で、氷を捨てること

はおろそかにさ才l、飽食時代の雑廃水の垂れ読しが続いている。下水道処理水もし尿処理

氷も最後は結局、川か湖に捨てられる。

水質汚濁の6割を占めるという家庭廃水の掠入で、川の「三尺掠れれば氷清い」の自浄

作用では間に合わなくなった。と同時にいたるところでコンクリート三面張りの「排水路

イとJが進み、自浄能力も低落した。

[洪水ピーク])11の排水路化はもちろん治水が目的だ。直線のコンクリート水路は目の

前から洪水が早く掠れ去っていくかもしれないが、一気に強く掠れるようになって、下捷

の洪水ピークの山は高くなり、飯山水害(昭和田・ 58)のような事態を招く。

かといって川を連続堤防で締め切り、早く海へ捨てようという治水の論理はいまさら急

には変わらない。川の本来の氾濫領域に都市がべったり張りついてしまったから、かつて

の霞堤のように、洪水と共存することは不可能になっている。

また上読域の山林間尭で山の保水力を衰えさせておいて、そのツケを川に押し付げてい

る。これも洪水ピークの山高くさせている。

[水とともに]汚水と洪水を読すという機能だけで川を作り替えてきた結果、水はます

ます汚n、新たな洪水の危険を大きくするという弊害カt生まれた。
自然な川の額域をもうすこし認めてやり、水辺の自然環境の再生に向かうことは、きれ

いな上捷域の水を守り、人間生活と地球環境が共存する一歩にもなりはしないか。

私たちのキ+ンベーンについて樟極的に御意見をお寄せくださいますようお願いします
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.
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ク
リ
!
ト
で
凶
め
ら
れ
た
川
を
、
白
黙
に
近
い
療
に
よ
み

ん
二
ペ
ら
せ
，

oe
削
の
沌
湖
を
法
律
で
保
護
す
る
:
・
。
ア
ル
プ
ス
の
ふ
も
と
で

川
い
の
あ
る
げ
辺
全
山
り
同
そ
う
と
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し

f
的
;
川
、
日
約
ト
へ
凶
ニ
ッ
ポ
ン
が
忘
れ
か
け
た
水
と
の
か
か
わ
り
方
に
多

J

、
山
ボ
円
以
任
与
え
て
い
る
。
ス
イ
ス
、
四
ド
イ
ツ
か
ら
、
水
を
守
り
、
水
と

炊
川
t
J
q
ら
k
u
組

み

を

報

仇

す

る
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た
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観
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さ
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た
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・
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村
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